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Praj鮪karaguptaに よ る夢 の無 所 縁 性 証 明

林 慶 仁

[1]9-10世 紀 に活躍 した と言われ るPrajnakaragupta(Prajnakaraと 略す)は,

師 と呼 ぶDharmakirti同 様,仮 に経 量部説 を是認 しつ つ も,本 来的な立場 にお

いては外部対象 を認 め な い 唯識学派即 ちNiralambanavadin(認 識が外部対象を

所縁 として持たないこと一以下無所縁性とはこのことを指す一を論じる者)と 呼べ るであ

ろ う。更 にPrajnakaraは そ の無所縁性証 明にお いてもDharmakirtiの 解 釈 を

継承 しつつ発展 させた業績 を持 ってい る1)。 そ の一つ の現われが彼特有 の夢解釈

だ と言 って よい。本 来夢 は,VasubandhuのVimsatika以 降 唯識派 にお いては

く覚醒知に とって外部対象が所縁 でない ことを証 明す るための比喩〉 と して 用い

られ たが,唯 識学派 の夢解釈Yy対 す る批判 がNyaya学 派2)やMimamsa語 学 派3)

か ら起 こる。それ に反論 した のがPrajnakaraで あ る。本稿 はDharmakirtiの

Pramanavarttika(PVと 略す)へ のPrajnakaraに よる注釈 であるPramana-

varttikabhasya(Patna,1953PVBhと 略 す)の 中で扱われ る夢 の認識 の一端 を解

明す るこ とを 目的 とす る。抑 もPVで は夢 の認識は扱われ る回数が極めて少ない

がそ のPVの 扱 う数少 ない夢 の認識 の議論 に対す る,Prajnakaraの 記述 を見て

い こう。 ここではPVⅢ15,16に 対 す る彼 の注 釈を通 じて 〈夢 の認識 が外部対象

を所縁 として持 たない こと〉 とい う一 見明白に見え ることの証 明を通 じて,彼 独

特 の思想を考 えて見たい。

[2]Vatsyayana(Nyaya学 派)はNyayahhasyaで 〈認識 の対象 に とっての真

理(tattva)〉 を 〈有(sat)に よ っては実在(sadbhava),無(asat)に とっては非実在

(asadbhava)>4)と 述 べ るのに対 して(Nyayadarsanam,Bauddha Bharati1984,P.4,

5),Prajnakaraは 無 所縁性(analambanatva)と 断 言す る(PVBhp.195,4)。 そ し

てそ の無所縁性証 明に夢 の認識は重要 な役割 を果 たしてい る。外部対象 の非実在

性 を証 明す るにはDharmakirtiがPVⅢ353や425等 で述べ た如 く 〈認識 が形

相を持つ こ と〉 のみ論証 されれば よい と思われ るが5),恐 ら く経量部 を敵 者 とし

て6)次 の ような議論を展開す る。〈現前 す る形相(purovarttyakara)を 捉 える こと〉

即 ち認識 が形 相を持つ ことは,経 量 部 もPrajnakaraも 認 め る所であ る。 しか し
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経 量部がその 〈現前す る形相を捉え るこ とは外部対象を捉 えるこ とと等 しい〉 と

す るのに対 して,Prajnakaraは これを不確かな帰結 を導 く証 因であ るとす るの

み な らず(cf.PVBhp.195,1f.文 中apurovartty-をTib.訳 よりpuropvartty一 に改

める),全 く逆 の結論 を導 くとす る(cf.PVBhp.195,4f.)。 そ れ を図示す る と

すべ ての認識:(現 前す る形相 を捉 え る → 所縁を持たない)[A]

=夢 等 で現前 の形相 を捉 える[A-1]

覚 醒 時等 で も現前 の形相 として捉 える[A-2]

と な り,こ れがPrajnakaraの 提 出す る認識 ゐ所縁性証 明の一つ の基準 となる。

[3]こ こでは夢 に関す る[A-1]に 関 す る議論 のみ を見てい こ う。〈夢 の認識 は

現前す る形相 を捉 える〉 ことが示せ て も,無 所縁性 を証 明す るため に更 に別 の要

素 を用 いて補強 をす る必要が ある。そ の た めに特に,〈 夢 の無所縁性〉 に関す る

核 である と思われ る 〈夢 中の青等 は無障碍(apratigha)で あ るこ と〉 と 〈夢 は潜

在印象(samskara)7)よ り生'じる こと〉 との二点を見てい きたい。

DharmakirtiのPVⅢ16aを 受 け継いでPrajnakaraも 夢 の認識 に所縁 のな

いこ とを述べ る(cf.PVBhp.195,11f.)。 この議論 は当然覚醒知 の無所縁性証 明

には適 用され ないが,逆 に覚醒知 と夢 との違 いを示す興味 あ る記 述 の一 つ で あ

る。図示す る と次 の よ うになる。

夢 の認識:(現 前す る形相 を捉 え,し か も対象が無障碍→外部対象を所縁 に持

たない)[B]

夢 の認識 は,実 際 に外部 にある(cf.北 京版Yamari註PVBhT(Ya)Me88b5f.)青

等 が所縁で はない。何故 な らば実際 にある青等 には無障碍性は ないが夢 の青 には

あるか ら。 よって敵者 に よって出され る[B]を 相 違因(viruddha)で あ るとす る

説 と不成因(asiddha)で あ るとす る説8)はPrajnakaraに よ るprasangaに ょ っ

て否定 され る(cf.PVBhp.195,15f.PVBhp.195,16ff.文 中anythanyathaをTib.

訳 よりanyathaに 改 める)。

次 に 〈夢 の認識が潜在 印象 よ り生 じること〉 に よる夢 の無所縁性証 明を見てい

こ う。 この証 明は 〈覚醒時 に も外部対象 を所縁 としない〉 ことの証 明に も通 じる

ため重要 であ る9)。 ここでは敵 者に よる反論10)の た めに 〈潜在 印象に よる認識 が

前時 の事物 を対象 とは しない こと〉 を証 明す ることに重点 が置 かれ て議論 が進 め

られ る。〈現 在 とは別 の時間 に係 わ って い て,知 覚 す る時間YY存 在 して い な い

('vidyamanam)対 象 は,知 覚す る時 間には経験 され ない〉 ことはPrajnakaraも.

認 め る。 しか し く潜 在印象のままに生起 した,以 前 の認識に よる知(purvadarsana一
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jnana)〉 は知 覚す る時 間に 存在 しない対象では な:く く現 に存在 しつつ あ る〉対象

のみを所縁 とす るのであ るか ら,〈確証 され る(samvedyate)〉 の であ っせ外部対象

が確証 され るのではない(cf.PVBhp.196,7f.)。 よっせ次 の よ うに図示 され る。

潜在印象 に よる認識:(現 前す る事物が経験 され る→現前 に存在 しせいる対象

を持 った知)[C]

[4]以 上 よ うに[A-1]に 対 す る無所縁性証 明を二つ の面か ら検討 したが,特

に後半 の 〈潜在印象 による認識〉は覚醒知 にも適用 され,こ の後に覚 醒知が 〈潜

在 印象に よらないで生'じ ることの不合理〉 が扱 われ る。即 ち認識 の有形相性 の原

因 その ものに検討が加 えられ る11)。更 にここではViparitakhyati・Smrtisam-

pramoSa・Al.aukikaと い った所謂Khyativadaが 扱 わ れるが,こ れ らすべ せに

つ いせは別 の機会 があれば扱 いたい。

1)岩 田 孝rPrajnakaragupta(PVBh)に 於 け る 有形 相知 識 説 に 関 す る 一 考 察 」SAM-

BHA§A5等 参 照 。2)服 部 正 明 「中 期 大 乗 仏 教 の 認 識 論 」 講 座 仏 教 思 想2P.106,

加 藤 利 生 「NyayavarttikaadNS,2,31-35に 於 け る唯 識 説 批 判 」 仏 教 学 研 究49等 。

3)山 崎 次 彦 「SLOKAVARTTIKAに お け るNIRALAMBANA-VADAへ の批 判 」

三 重 県 立 大 学 教 養 部 研 究 年 報 第1部 第 Ⅲ巻 第1号 等 。4)宮 坂 宥 勝 『ニ ャー ヤ バ ー

シ ャの 論 理 学 』S.31P.2等 。5)戸 崎 宏 正r仏 教 認 識 論 の 研 究(下)』P.40,P.105等 。

6)戸 崎 『同(下)』 参 照 。7)学 会発 表 で はsamskaraを 「行 」 と し せい た が,

すべ せ この よ うに 改 め る。 そ の他 御 教 示 頂 き ま した 桂 紹 隆 教 授 に 感 謝 申 し上 げ ます 。

8)こ こで の 敵 者 は 直 接 指 定 され せ い な:いが,前 者 は 内 容 よ りNyaya学 派(cf.服 部

論 文p.106),後 者 はPVでDharmakirtiが 対 論 者 と して意 識 しせ い た こ とか らVaib-

hasika(戸 崎 『同(上)』p.77)で あ ろ うと推 測 され る。9)潜 在 印 象 とは 唯 識 説

で言 わ れ るbija(種 子)やvasana(習 気)等 セこ近 い概 念 だ と思 わ れ る が,今 後 の 研 究

が 必 要 で あ る(cf.PVBhp'102,3等)。 またPrajnakara以 降 の認 識 論 に とっ せ も潜

在 印象 が 重 要 な要 素 で あ っ た こ とは,JnanasrimitraがPVBhを 引用 す る こ とか ら も

知 られ る(Jnanasrimitranibandhavali 1987 p.340,14f.)。10)こ こで の敵 者 は

Viparitakhyatiを 説 い たKumarila(PVBhT(Ya)Me347b3)と も思 わ れ る(cf.Tat-

tvasamgrahapanjikaGOSp.578,11ff.等)。 しか しViparitakhyati説 は他 に,唯 識

派)/YY1....対す る夢 批 判 を したNyaya学 派 の 可 能 性 も あ り(村 上 真 完 『イ ソ ド哲 学 概 論 』 平

楽 寺 書 店p.308ff.等),内 容 か ら の 検 証 が 必 要 であ る。11)PVBhの 潜 在 印象 説 に

対 す るNyaya学 派 か ら の批 判 は,山 上 證 道 「Nyayabhusanaの 研 究(6)」 京 都 産 業 大

学 論 集20-2参 照 。

〈キ ー ワー ド〉Prajnakaragupta,無 所 縁 性,夢,無 障 碍,潜 在 印 象

(早 稲 田 大 学 助 手)
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